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生物季節資料のデータベース化の手法とその具体例
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はじめに

四季のはっきりした日本では，一個体の植物を取り上げて見ても，芽の展開，枝葉の生長，開花．結

実という一連の変化が明瞭で，それをとりまく動物とともに激しい季節変化に適応した形で生活してい

るといえる。季節という時系列の上で，個々の種または，生物群集がどのような挙動を取り ，生活して

いるかを観察記録し，その生活を解析する学問を生物季節学(PHENOLOGY)という。西洋では博物学

的な観点から記録は古来よりあり (Salisbury,1916), 現在の生物学さらに生態学などの基礎となってい

ると言うのが PHENOLOGYに対する一般的な評価であろう。中国などの東アジアでは農事暦という，

より生活に密着した形で現在でも生き残っている。アメリカでは関係機関やポランティアから集められ

たアメリカハナミズキに関する生物季節の情報を100年も前から集積し，これを農業の計画管理に利用し

ている。他の先進諸国でもこれらの生物季節のデータの蓄積は古くから行われている。

日本でも農事暦に関する観察例は多数ある。コプシを田打ち桜と言うのもその例である。鑑賞用にウ

メ，サクラの開花の記録は断片的ながら奈良時代からかなりの資料が蓄積されている。俳句の世界では

四季折々の季語と言う形で我々に残してくれている。養蜂業では最も厳密さを要求される。他の植物の

蜜が混入しないようにミツバチをつれての移動を行う養蜂業者が作り上げた花暦は各地に多くの資料が

残っている（関口， 1949 井上， 1954)。米国のハナミズキの例にあるように日本でもこれに習って明治

13年より気象庁によって農事暦を含む農業気象学的立場から全国規模の観測が続けられてきたが，観測

基準や集計体制が一定せず残念ながら印刷物として公表されたものはごく一部分である。戦争によりこ

れらの原簿は消失したようだが，その後観測基準も単純化され，これをデータベース化した最近の30年

間の統計資料が1988年に産業気象課のまとめにより初めて公表されている（気象庁 1988)。

生物学あるいは生態学の発展の下に埋もれた形になっていた生物季節学も最近また新しい学問として

日本でも研究者が増えてきた (Kikuzawa1984, Kikuzawa et Mizuno 1990, Hayasi 1971, 丸山 1978)。

渡辺隆一，大野啓ーらのフェノロジー研究会会誌も本年でNo,16が発行されるに至っている。1990年の横

＊国立科学博物館附属自然教育園， NationalScience Museum, Institute for Nature Study 
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浜での INTECOL国際生態学会では PHENOLOGYをベースに樹木の生活史に関するシンポジウムも

開かれた。また動物生態学関係からはもちろん植物学関係からも Suzuki(l987),Inoue(1986)など昆虫

との共進化として PHENOLOGYを扱う報告も大変多くなってきている。

一方，国内各地の植物園，試験場，博物館からは生物季節に関する報告が過去には多数出ている

(Kikuchi 1976)が，近年はそれらの調査を定期的に継続している機関はほとんどなくなってきた。浜

口らは神奈川県植物調査会などの地方組織によって精力的に開花の Phenologyを調査している（浜口

1985)が自然史，生態学の基礎資料として貴重な試みと言える。また1980年より環境庁による細かいメ

ッシュごとの生物分布調脊資料はデータベース化されておりまた生物季節に関する情報をも収集できる

様に配慮されている。

上述のような専門的あるいは組織的な生物季節の観察はあるが，個人で行っている多数の未発表資料

は数限りない。それらの中でも菅野が行っている横浜市の雑木林での資料は砿，質，観測期間とも特筆

すべきものである（菅野 1982)。我々一般の人間が日常の生活の中で生物を観察する事ができる時間は

意外と多いものである。 自宅から駅までの路傍や庭園，街路樹，空き地，駅前の植え込み，通勤電車の

車窓から見える植物，河川の鳥類，勤務地の植え込み，近．くの公園，車で移動中の風景，休日には自宅

の庭，公園緑地など様々な場面が考えられる。ただ観察時間が極端に限られている場合がほとんどであ

り，とてもデータにはならないと考えられがちであるが，毎日その目で接していると意外と変化があり

年々データを集積する価値がわかるようになる。そしてこれらの個人々の情報がさらに集積され，デー

タベース化され万人に利用されるようになるとより価値の高いものになるであろう。

今回の報告は，勤務地で入園者の便宜のために植物一般に関して作られた生物暦と， 1983年より自宅

を出てから帰るまでのおもに樹木の開花に関して記録した資料の一部をデータベース化したものについ

て検討を加え，個人情報のデータベース化の一例をもとに方法論を主体に検討を加えたものである。

筆者はパソコンに関する知識は皆無であったが，システムの使い方から莫大なデータの入力，解析方

法まで様々な点で快くご協力を頂いたたくさんの方々，特に dBaseIII PLUSのシステム導入に当たっ

ては筑波大学附属桐ガ丘養護学校の原義人，岸百合子両先生に大変お世話になった。またデータの収集

等に当りご協力頂いている自然教育園の方々に厚く謝辞を表する次第である。

調査方法

自然教育園（約20ヘクタール）の生物暦は園路約 2kmを約1.5時間かけて主な植物の園内複数の地域で

の開花，開葉そのほか目だつ事象を1990年3月11日から 4月にかけてほぽ毎日記録したものである。前

日までパソコンに表形式 (Lotus1-2-3)でまとめたデータを比較しながら記録もれがないように注意し

た。観察項目として記録に残しにくい事例は文字による表現を当日のコメントとして付け加えた。記録

から除外された目だたない種や小数個体種の記録はその他の項目に文字で列記した。また鳥，昆虫など

のデータもその他の項目に記入した。

樹木の花暦は1983年頃より ，自宅（千葉県松戸市新松戸 5-1) より勤務地（国立科学博物館付属自然

教育園（港区白金台 5-1-5)まで通勤経路約1.8時間の間に視認された単純なデータと自然教育園での記

録，また野外調査や出張の途中などで片手間に集めた記録から1988年ー1990年の 3年間分，約10万件の

レコードを dBASEIII PLUS (日本アシュトン・テイト kk)のシステムをそのまま利用してパソコンに
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入力し集積した。入力項目，入力形式，字数幅，内容等は Tab.1に示す通りである。

Tab. 1 Structure and parameters of data base's fields using dBase III PLUS 

dBase III PLUSを用いたファ イルの構造とフィールド一覧

フィーu~ク I入 ! I i¥': 字謝 小酌 内賓
CODE 芍： 10 k識 1111CODE 

C 3 ； 尊輝 CODE

SP 10 ', 

PL 
.,.、

10 地名
D 

.,.,. 
1 左a午方向

p .,.、
1 POINT 同一地点

゜
‘ 1 3 見

BR 2 ノ！ 席
FD 6 3 度

F 6 2 虐

! FRD 6 2 虐

FN 7 1 
FWN 2 シオレ、ミ 花藪

PN 4 房藪

PND 3 1 1フサ内ノ開芥定
,Q 1 ？記録値が不 iF確 etc.
l DAT 日i 8 月 8年
WD 2 霞日 ----i 
GL l j 2 がくノ 愕竃
GC Hi 2 がくノ 色定
GR lH 2 がくノ 存虐
s ヽ

1 I I株 株

FR 2 項の 暫

FC 2 の 五度

FZ 2 の 誓

LL 6 2 ：の 塁度

LZ 6 2 
LR 6 2 • R <紅）
LY 6 2 I y (黄）
LB 6 2 l B <褐）
Wl ， ， たこ 5 

W2 ~ 10 賜~ 氷~ 冨台 Jil

T 3 1 逗 1

T2 I 3 1 It i已2 i 
DBH 3 Iii iii直径
H 4 1 It iii 
KD 4 1 クn—ぷ直径
A 
,,. ~ 

20 訪花動物、日中、メモetc.

記録方法は図書カードに年月日，地名，種名，開花，開葉，落葉，訪花昆虫などを観察順に記録する

だけのことであるが，地名，種名はほとんどを略名あるいは記号化し，記入時間の節約を図った。また

種名がはっきり特定できない場合にもわかる範囲の記録を取り後日に訂正をするように努めた。初期の

頃は新個体で種名や開花の様子などいつまでも特定できない場合は帰路途中下車して懐中電灯などで確

認した。

結果及ぴ考察

表形式による方法

自然教育園の表形式による生物暦は Tab.2およびTab.3に示してある。開花，開葉の進行経過を記

号でまとめてあり，自然教育園の生物季節の概要を一見して把握できる。また日々のコメン トには平年
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Tab. 2 Phenogram constructed from the data on nature observation between March 
and April 1990 at National Science Museum, Institute for Nature Study, Minato-ku, 
Tokyo. 

表形式による生物暦（自然教育園1990年3-4月）

自然教青園花便り 4 月 1 日
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本日のコメント

散力所で咲出す
黒禦のほう董が広がり姶める
今年は花が多いようだ
ピークは過ぎた
肇り
花は90艤．咋日の分も1111花

カンアオイはけわった
水性散材II

本日1111花
●りは慢2-3日

●り、武蔵野散!-tll
正門では●り

やらかい茎、またカラスにやられる

剛日111花
塵り、ほとんど残りの I輪になる

纏り

鴫かければ哨日にも1111花
本日1111花

躇傍でも咲出す

●りにはいる

一気に●りとなる

若木では●り、大木でも咲出す

花割が長い、実ができ始めている

幹からでる舅吹枝は若董となる
残り0.3分、
董芽は闇き姶める
花序も半分ほど尊ちた

花芽が多い、去年は不作だった
貫褐色の幼婁が小枝を包み出す

残り 1分

残り3-6分、見頃は2-3日
池は花吹雷、武蔵野も花びらで壇まる
クリーム色のIJl5が分咲き程度

花筏ら しい影になってきた

残り 2分、花色はあせてきた

残り 1分

残り 6-7分

一気に3分咲

**BIIII花 ：エノキ、ノ ミノフスマ
ヤマグワ、 カサスゲなど

＊ヒ ョウタン池でカメ I0匹も甲良干し
＊アカガシなど常縁II藷婁期にはいる
＊シジュウカラつがいでさえずる
＊咋日の大iliでコナラの饂縁が一段と
＊カイツプリ水生でつがい
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との比較，開花予想，他の動物などの記録があり植物の知識が少ない一般入園者にも親しめるものにな

っている。この方法は短期間で，個人が掌握できる面積的にも狭い範囲であるならばかなり有力な手法

ということができよう。

ただ限られた紙面での見やすさを優占したため観察日の欠落がはっきり示されない点や，取り上げる

種の選定や，種の入れ替わりなどの表現は難しい点がある。また記号の凡例は示されているが，これだ

Tab. 3 Daily comments of phenogram between March and April 1990 at Institute for 
Nature Study. 

自然教育園の花便り（コメ ント）

自然数育園花便り

！ 直名
3 / 1 5 * a青 ! 3/  1 6 :& 日青 i I 3 / J. ア土 B青

草

アマナ チューリップの厚鴨、可慣な花 花散わずか、ヒロJヽ アマナが肇り
オオイヌノフグリ 莫名はキャツアイ、全世界に広がる ハナアプが花粉をなめる
カキドウシ 嶋しこ這う鱒葦
カタクリ 一綸間花 本日は3輪間花 本日 12輪閣花
キツネノカミソリ 土が温まりにくい湿地ではまだ若菓
シュンラン 現在塵り 片わり始めた場所もある l今年はカラスに花を食ぺられない ， 
ジロポウエンゴサク ！ 
スイセン 日陰ではまだつぼみがある

スギナ B陰ではまだツクシがある
セイヨウタンポポ カントウタンポポは4月に入って 3花つける株も出てきた
セント ウソウ セリに似た璽粒のような花 多くの場所で咲出す ！ 
クチッポスミレ BIiりは開花が旱い、これから本書 多くの場所で咲き始める
タマノカンアオイ 遍iiに躙をつっこんだように咲
ナズナ
ニリンソウ 一ヶ所で散輪閣花 多くの場所で咲S姶める o. 扮咲、花芽が今年は少ないか？
Iヽ ナダイコン 暢化纏物 別名117うtィiり、またシ.,,,.化という
バイモ 貫瀾色のユリの花、クロユリの仲間 2分咲ー3分咲
ヒトリシズカ 濃禦色の茎が出姶める
ヒメウズ 賣木林下に青つ暮II物
ヒメオドリコソウ 躇傍の籍革

フキ 北絨画でも塵りすぎる繍毛が見える
フクジュソウ 塵りすぎ ーンジンのような菓だけが目だつ
ムラサキケマン Ill花まであと3日？
ヤプレガサ ●白色の毛に覆われた芽だし
ユキワリイチゲ ●内では1書に咲き姶める
ラショウモンカズラ 鸞色のつぼみも見られる

＊ 
アオキ ほとんどはつぼみ

アカシデ 芽出しが赤いシデ、赤芽ソロともいう

アケピ 纏鸞色のつぼみが目立ってきた 五董がはっきりしてくる Ill花まで後5日？
アプラチャン 蠅木鉢に青つ優木、クロモジの伸間 あと2日で苔花か？
イヌシデ アカシデとともに11状の花をつける 幼木ではほとんどが111璽した
イロハモミジ 小木では11J婁が旱く、大木では遅れる 低木はほとんど閣璽暮らしさが増す
ウグイスカグラ 約纏状 Jヽヽ花をたくさん、今●り 一段と花II'.を増す

I 旱響の轄木林によく似合う

ウメ 自然●は111花が108以上も遅い
ウワミズザクラ 花は4月下句 林床に芽生えが一斉に出姶める
エドヒガン サンショウウオの沢に大木がある
キプシ これからが塵り
クロモジ ●子の木として青名、クスノキ科 一輪聞花
コクサギ 鱒やかな芽だしの縁が纂しい 婁を艦むと ミカンの書り、ミカン拿 本8水鳥の沼で纏木が111花
コプシ 今年はつぼみが少ない、塵りはまだ宍 Ill花してない木も多い 胃属のクムシバは1分咲となる
シキミ

I ソメイヨシノ 冷6え日込でみ111が花な?くこのままだとあと ， I 武蔵野散材圃で一..,胃花

この木は天皇●成嶋記念に櫨えたもC
Iニワトコ Ill婁は旱いが花は遅い

I Iハナイカダ I 
ヒサカキ 常縁艇木、今が塵り、たくわん濱け 薗内この花の書りでいっぱい

のような臭いが特量

マユミ 最も芽吹きの早い翫木

マンサク 後4-5日でけわりそう 塵りを過ぎた
ミッパッツジ あと3日で1II花か？ 11外では虜りとなっているが
モミジイチゴ 本日111花イチゴが食ぺれるのは4月資 ほとんどの木で咲き姶める 鈴なりに咲始める
ヤプツバキ 悧年になく花が多い

' ヤマザクラ I旱い木では今Bしこでもで間花？
赤い幼葉が嶋日にかがやく

轟の小遍で本日O.I分咲、咋日は1l:輪

●ヒキガエルのおたまが泳ぐ ●シヅュウカラのなわばり宣言 ●クマパチの女王飛び出す
●ウグイスのさえずり ●コゲラがジージ一鴫＜
●ヤマポウシを移植．櫨え讐えの季節 ●Iヽシプ トガラスがうるさい

●モンシロチョウ、ルリシジミ飛ぶ

a/ :1 aロー

花は7輪

終わり、置外ではラッバズイセン●り

残りわずか

軍さで111花せず

一段と花II:が増える

ッポミ目だつ、●りまで後1週間？

繋色の幼菓の間に白い鴨が見える

花はそろそろ終わり、

モミジガサも讀を出す

賽さで花は半圃状●

枝をさわると花粉がたなびく糧

大木でも花鴨が鳩れ姶める

大木でも111芽が姶まる

後 8で111花？

ほとんどの木で咲出す
乳白色の花が・りとなる、常縁●

正門の2本が111花、 50輪ほど
●内はまだ

菓の上に縁のつぼみ

閣花が遅い●木も塵りとなる

本日 1綸Ill花
塵りにはいる

轟の小遍で1.5分咲
ヒヨドリ、カラスが花を食べる

●今日は寮く間花は進まず

●野葦の芽はほぼ出鰤う

“おり1,W?  ダイ，,..-.nrヽ'J?
ミ1"91'1?,こがク,.,n·1、•が'rJ

イが1カ.wり'"

I 
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けでは観察者の判断基準が明確に示されていない。さらにすべてが平均値のため同一種内の変異幅や地

区別の変化もはっきりしないなどの欠点を持っている。単なる表形式入力によるためと，見やすさのた

め個々のデータが数値でなく記号化されている点，またコメントという形でデータの主要部分が構成さ

れているため，このデータをそのまま検索，並び替え，グラフ化等の操作によってより細かい解析を行

うことは，かなり大変な作業である。もし原データから入力のやり直しができる場合はその方が近道の

場合が多い。さらに困ることは他の地域や他人が行った観察データとの比較検討，またそれらのデータ

を追加することが直接できない点にあると言える。各地の植物園などでそれぞれに作られた数多くの花

暦などは，すべてがこの表形式のバリエーションであると言える。

データペース形式による場合

パソコンに入力されたデータの一部がTab.4に示されている。この表は CODEから始まり種名，場

所などの略名とそれに続く数値の羅列があるだけでとても生物季節の進行を把握することはできない。

逆に十分にデータベース化されていない A(訪花昆虫などのメモフィールド）の記載を理解できる程度

である。

このデータを使った解析の例は後述することとし，この表の構造をまず説明したい。

データベース化で最も大事なことはどのような項目にデータを分類して，その項目の入力形式として

何を用いるかである。これはデータベースの本領である，必要なときに必要な情報を迅速に取り出せる

形に整理しなければならないということになる。パソコン程度の処理能力では最も苦労する作業である

と言える。すべてのデータが書き込まれた巨大な一覧表は，個々のフィ ールド（項目）とそれに対応す

る個々のレコードが縦横自在に関連しあっているリレーショナルな関係にあるが，入力形式（文字型，

数値型，日付型）の違いによって，その結びつきの関係は大きく変わってしまうからである。

試行錯誤の結果，現在実際使用している構造に付いての説明と考察を Tab.4を見ながら述べてみた

し)

゜
CODE 個体識別のためのコード。上から 6桁を年月日とし，続く 3桁を当日観察した順に当てはめて

ある。例えば1990年4月5日の245番目に観察した個体は900405245となる。日々の観察個体が小数

で且つ限定しているものなら個体番号を付けることが最も望ましいが，一日の観察例が多数の場合，

また同種の観測個体が多い場合コードの桁数が多くなりカード記入時の手間が大変であり，また全

ての固体の番号を覚えていなければできないことになる。この方式は特定個体を年月日とほぼ毎日

確定した観察コースから識別する簡便方であるといえる。このコードは後にそれぞれのレコードを

ばらばらにしたり ，種名や場所別の整理をする場合に必要となる。 codeデータの入力には 1日ごと

に作られたファイルのレコード番号と日付を処理することにより自動的に入力が可能である。

C レコードの整理のためのコード。説明省略。

SP 標準和名を記入。このフィ ールドは容量を食う部分であるので，できるだけ節約し半角のカタカナ

で10字分としある。頻繁に出現する種や字数が多い種名の場合には略号を用いる。ヤプツバキでは
おみごろし

ヤプ， サザンカ御美衣ではサオミ などとなる。また園芸品種などで和名がはっきりしない分類群も

多い，そのような場合は花色，八重咲，小輪などをローマ字で記入する。 例えばサザンカ SP,赤紫

色，千重咲小輪の場合はサザンカ SPRP80Sとし字数と入力の節約をはかってある。分類群（サク

ラ属コナラ属）などの比較のためには更に科名や学名コードを設ける必要があり将来の課題とな
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した方が後の整理に便利である。例えば目黒駅から恵比寿駅間の場合は目黒一恵比寿，さらに略号

で目一恵とする。逆方向の時は恵一目 となる。また徒歩の部分も同様であるが，乗り物に較べてコ

ースの選択が自由である。例えば自宅から駅の間は何通りかのコースを季節毎又日毎に変えること

がきる。 自宅3-00駅として記載すれば，この時は第3番目のコースを観察したことになる。途

中に横断歩道などの目標物があれば自宅3ー横歩，横歩ー00駅と分ければよい。カードヘの記入

は連続したデータの間にこの目標物を書き込めばよい。この地名は毎日の繰り返しになるため略号

化し，パソコンヘの入力時にその略号名をあらかじめ正式な地名に単語登録するとより便利である。

初期の頃はこの地名の範囲を山の手線，自然教育園，新松戸などかなり広くとっていたが，同一地

名に多数の同種のデータが入り地区別の差異や個体識別に大変不都合であった。将来さらに複数の

観察者のデータをまとめる場合などは，標準メッ シュなどをコー ド化した地名を用いる必要がでて

くるだろう。

D 電車通勤の場合進行方向の左側か右側かは毎日ほとんど決ってしまうが，休日などのすいている電

車では観察個体や日差しの関係で通常と異なる側を観察することができる。そのような場合は左右

をL,Rで区別すると観察場所がより明確になる。

P 同一地でも連続した個体，例えば並木， 一軒の庭の植木，などを孤立した個体と区別する場合に用

いる。連続したレコードに同じ数字がある場合には，これらの固体は同ー場所にあるということに

なる。個体識別に効果がある。

0 花が咲いているのをその年に初めて観察した場合つける記号。同一種でも個体が異なれば記入。種

内や種間の開花順序を整理したりする場合には威力を発揮する。

BR 花芽の状態を熟度によって10段階の数値で記載する。花芽内部は液質半透明でやく等の形態も不

明瞭な段階 1-2。花芽の大きさは半分以下であるが内部形態は明瞭である段階 3-4。花芽の形や大き

さはできあがっているが花芽および芽鱗に葉緑素が残り，芽鱗より花弁がまだ露出せず，開花はか

なり先と予想される場合は5前後，花色にもよるが花弁が白味を帯びてきた段階を 6-7。すべての花

弁が花芽の中で着色した段階を 8。すでに花粉も成熟し開花直前と予想される場合には 9以上。以

上のように基準を設けたが実際使っているのは 5以上の段階だけである。Tab.4にはー1がほとん

どであることに気づかれたであろう。これはこのシステムの欠陥ともいえると思うが，データの記

入されなかった数値型のフィールドでは無記入（プランク）のときには自動的に 0と読み込んでし

まう。そこで真のOと区別するために，あらかじめすべてのフィールドに 一1を記入して置くためで

ある。つまりそのレコードに関してはそのフィールドに対応する観察は行われなかったことを示し

ている。この点に関しては同様のデータベースシステムの INFORMIXの新しいバージョンなどで

は区別が可能だという。

FD 開花予定総花芽数に対する現時点までの開花数を10段階で表す。つまり積算開花度である。一般に

「ウメが何分咲きになった」という場合と同じ意味である。 1は総花芽数の10%まで開花したこと

を表し， 0.01は0.1%開花したことを示す。花期の終わりになると値は10に近くなる。一般にいう満

開は種によって異なるが3-8の範囲に入ることが普通である。樹冠幅2m程の小木のウメでも花芽数

500-1000であるが，開花数が10輪を越すと 1分咲， 200輪を越すとすでに満開と我々の目に映るが実

際はそれぞれ0.1-0.2分咲， 2.0-4.0分咲き程度であることが多い。なれない内は種別に花芽数と木

の大きさをきちんと推定することが必要である。さらにこのフィールドには花期が終わった直後を



萩原：生物季節資料のデータベース化の手法とその具体例 - 23 -

11とし，また夏では 4-5日，冬では 1-2週間以上開花期を過ぎた時点を12としてある。観測間

隔が空く時や個体数が少ないときには役に立つデータとなる。

F 積算開花度と似たものであるが，落花した数を積算開花度から差し引いた値で，現在の開花の量を

10段階で表したものである。花期が2週間以上続 く種では積算開花度よりも観察時間は少な くてす

み，より我々の感覚に合っている。開花量をグラフ化する場合 (Fig.3参照）はこの値が墓準とな

る。総花芽数の推定は積算開花度 FDと同様に必要である。

FRD 開花期が終わりに近づくと残りの花数やつぼみ数の方が観察しやすくなる。この値を総花芽数に

対する10段階評価の割合で表したものである。 FD,F, FRDを組合せることで，より細かい開花の

進行状況が把握できる。また落下花数を逆算できる利点がある。

FN 開花数を直接示すフィールドである。タイサンボクのように花期がきわめて長く 1輪が大きく花

数が少ないような種では花数を直接カウントしたほうがより正確で観察時間も少なくてすむ。また

開花始期や終期には花数のカウントが楽である。 1輪の開花日数がわかれば積算開花度などに花期

が終わってからでも換算することができる。

FWN 冬期などの気温が低い季節では開花期間が過ぎても花が落下せずに残っている場合や寒風のた

めに花弁がしおれたまま着花している期間が以外と長いものである。このような花を正常に咲いて

いる花と区別して，その花数をカウントしたものである。また逆に花弁は開いているが全開するま

で数日かかることが冬期の花にはよく観察される。このような花を正常開花数と区別してカウント

する時に用いている。開花の判定が難しいカンツバキ類などで実際多用されている。マンサクのよ

うに花弁は開いているが花粉が出ていない場合は，正常花と見なし，花粉についてはメモフィール

ドに記入している。

PN 花序数を示す。明瞭で大きな花序をつける種については，花数をカウントするよりも花序数を数え

た方が実用的な場合に用いる。中でもフジやアメリカデイコ，クズなど二度咲きする種では積算開

花度 FD などの適用がむずかしい場合に用いられる。タンポポやネムノキなどの一般に言う花数

FNは正式にはすべてこの房数の項目に入るべきだが，開花の進行状況を把握するためには便宜上

花数として数えてもなんら差し支えないだろう。

PND 1花序内の積算開花度を示す。上記の花序数PNと併用して用いられ，より細かいデータが取れ

る。草本には花序の元から咲き出す無限花序が多く有効な指標となると思われる。逆に頂端から咲

き出すヤツデなどのウコギ科の種ではうまく適用できない場合がある。

Q 各フィールドに記録した値などが観察時間などのために不正確な場合に用いる。不正確なデータで

も前回や後日の値から修正などができる場合が多く，また観察回数の少ない種では何月何日どこに

何があったという記録だけでも貴重となる。観察したことは必ず何らかのかたちに残して置くこと

が必要である。

DAT 観察した日付を記入。生物季節の基本はこの日付けにあり正確を期す。特にカード式の野帳には

年の記載も忘れてはならない。入力形式が日付型となっているが，一般の数値型と異なる点は91/04/

30 (910430)の次の数が91/05/01(910501) と自動的になっていることだけであるが，データを季

節順にグラフ化する場合には大変便利である。数値型の日付を日付型の日付に変換するのはなかな

か厄介であるのでこの形式を採用したい。逆の変換は容易である。

WD  曜日を記入。日曜や土曜のなどはデータの質がより細かいときがあり他の曜日と区別できた方が
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便利である。また日付の誤りもチェックできる利点がある。

GL アジサイ ，ハナミズキなど，花芽の熟度 BRや真花の観察がしにくい場合にがくの伸長生長を記

載する。 伸びき った時点を10とし10段階で示す。

GC 上記の種についてがくの色をしめす。10段階で示すが種によって基準を個々に設ける必要がある。

受粉が済み花が終わると急激に色づくものなど様々である。

GR がく（装飾花）の残存度を10段階で表す。

S 雌雄を記入。シュロ，クロモジ，ヒサカキなどの雌雄異株では雌雄で花期がかなり異なるので(Fig.

4参照）必要な項目である。

FR 果実の熟度を10段階で表したフィールド。次項の実の色 FCと組み合わせて用いるが，着色が明瞭

でない乾果でおもに用いる。落下寸前の実を10とするが，未熟な段階では種により判定基準が異な

る。

FC 果実の色を10段階で表す。主に液果に用いる。 1-3透明から緑色，3-5帯白色， 5-10着色度により判

定している。

FZ 正常に発達した果実あるいは果実内の種子の残存度を10段階で記載。鳥類による食餌や大風による

落果で急減することがあるので細かい観察が必要である。種子の採取などの資料として活用される。

LL 葉の伸長度を10段階で示す。展開しきった状態の長さを10とし，10%の長さの場合は 1とする。こ

れは変異幅の大きい葉の長さがあらかじめ判っていないとできない欠点があるが，ある程度測定な

どをして慣れれば視認できるようになる。我々の目は葉の展開を面積の増大，つまりこの数値の乗

数値として捕らえているようでやや感覚に合わない点があるが，初期の状態の進行を記載するには

都合がよい。逆に値が 5以上になると視認では誤差がきわめて大きくなる欠点を持っている。葉芽

の中にある状態でも0.2などの値で記入でき，開芽時の値はその葉芽内の最大葉比で0.6-1.6程度に

おさまるのが一般的である。しかし開芽の状態は種によって様々であるので正確を期す場合は新た

な項目を設ける必要があるだろう（大野，1990)。一斉開葉のタイプの種では適用が容易だが順次開

葉型のミズキなどは越冬芽からの開葉時だけにしか適用できない欠点があり考慮を要する。

LZ 葉の残存度。実際には開葉後しばらくすると落葉を始める種もかなりあるが，8-9月の生長停止

期の状態を10とする。種によりかなり異なるので注意が必要である。常緑樹の落葉期にも当年葉を

省いた形で適用する。

LR 葉の紅葉度を10段階評価。

LY 葉の黄葉度を10段階評価。

LB 紅葉黄葉以外の着色葉の有色度。 LR,LY, LBを組み合わせるのが普通である。

W 天気。 快晴，晴れ， 晨り，大雨，雪など。字数の節約のため，それぞれF,S, C, hR, SN等の記

号で記入。また晴れのち曇りは F,Cとし，晴れときどき雨は F/Rなど工夫をしないと字数がいく

らあっても足り なくなる。

W2 上記以外の気象に関する記載。 例えば体感的な，涼しい CL,寒い CD,強北西風stNWW,霧 FO,

霜 FR,積雪10cmSD10,台風28号四国上陸TY28四国上などと略号で記入している。入力型は文字

型あるが例えば，'TY'(台風の略） の文字の入ったレコードだけを検索することも簡単である。

T,T2 気温を記載。 W2の体感気温は前日までの気温に左右され易くこれと比較するためにもデータを

取ってみる価値がある。毎日気温測定するのは厄介なことであるが，バイメタル式の簡便なものは
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安価であり応答速度も速 く便利である。本来なら最低気混，最高気温を測定したいが，今回の例で

はほぽ朝7:00と9:00の値となっている。気温データと生物季節の関係を論じる場合は正式な気象

データがもちろん必用であるが，データ整理段階や予測検討時には有用であることが多い。

DBH 胸高直径。常時観察している個体は最初以外は特に記載する必要はないが，観察コースが特別な

場合で，観察個体が通常より極端に小さかったり逆に大きかったりする場合は記入したい。分布を

問題にするとき有用なデータとなりうる。

H 樹高を記入。 DBHと同様。

KD 樹冠幅。 DBH,H, と同様であるが，総開花数の推定には最も良い指標値となり，また樹高に較べ

ると測定誤差が少な<,DBHの測定よりも簡単である。

A 訪花動物，訪花昆虫，食害動物，などなんでも記載する。個体数もできるだけ記録する。その他き

められたフィールドに該当しないデータを記入。例えば花粉の状態，枝の伐採，鉢植え，枯死，新

植，狂い咲き，開芽，開葉，土曜芽，異常落葉等。

記録用具

記録用紙の選択は特に大切である。よく手帳形式のもの使うが意外に携帯に不便であり持ち忘れたり

することもある。最大の欠点は紛失の痛手があまりにも大きいことである。筆者は図書カード (75X 125 

センチ）を数年来使用している。厚手なので下敷がいらない，小さいのでどこにでも入る，整理が楽で

ある，安価令ぁるなどの点で推奨できる。紙面が狭い欠点はあるが， 1日に何枚でも使えるのでさほど

不便は感じたことはない。

筆記用具としては携帯に便利な長さ10cm前後の小型のボールペンがよい。落とすことも多いので高価

なものはやめたほうがよい。鉛筆は用紙のこすれなどによりデータのコピーや保存性が劣る。また芯が

折れたりな くなったり意外に不便である。ただしスケッチなどを必要とする場合は別である。

その他としては双眼鏡，ルーペ，定規，ペンライト，携帯用温度計，カメラ，カウンターなどいくつ

かあげることができるが特に必要であるとは限らない。

データペースを利用した生物季節の解析の実例

データベース形式に納めたデータは生物季節の様々な展開とより深い解析を可能にしてくれる。その

いくつかの例を示す。 Tab.5は左列に1989年中に開花を初めて観察した種を観察日順に，また右列に50

音順に並べ直した種名を総て示してある。この表でX印は不時開花いわゆる狂い咲きと考えられるデー

タを示し，1988年からの継続開花を示している個体は初見と言えないのでZ印をつけて区別してある。

開花順に見ると 3月ー4月に開花する種が予想どうりに多いが，年間を通して開花は進行しているこ

とがわかる。この表は種の開花期の変異幅がある中で，最も早い個体が数輪でも開花した時期の順とな

っているが，その種の平均的な開花盛り時期を選択した方がより我々の季節感により合うかも知れない。

そのような特殊さはあるが，都心部の暖温化傾向を反映してか，近郊の開花期に較べ非常に早い特徴も

出ているといえる。

観察種数は552種に達した。この中にはサザンカ spのように品種レベルではかなり重複していると考

えられ，また草本種もいくらか混ざっているが，都心部にも多数の樹種がまだ生存していることが読み
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＂＂オEJI讀NO糧名
A 
DATE 0 

1 ..,. ンカ 01/02 Z 
2 ジュウカ` ツり‘クラ 01/02 Z 
3 ワヒ‘スケアカ 01/04 Z 
4 ワヒ` スクシa 01/04 z 
5ツ11・キシうタマ 01/04 
6 l¥'';ap PR80S 01 /05 
7 ヒ`ワ 01/05 Z 
8ツ11・キapWIN 01/05 Z 
9 .,.,. ンカカンツ11・キ 01/05 Z 
IO n・ ンカタチカンツ9ヽ`キ 01/05Z 
11 .,.,. ンカオミコ・aモ 01/05 Z 
12 .,.,. ンカBPP80S 01/05 Z 
13 .,.,. ンカapWp!L 01/05 
14 .,.,. ンカBPPSS 01/05 Z 
15 ヤアツ11・キシa Ol /05 
16ワヒ` スケピンク 01/05 
17 .,.,. ンカapWp8S 01/05 Z 
1s aゥ11・イ 01/05Z 
19 ヤフ`ツ11・キ 01/05 
20 .,.,. ンカapPSM 01 /05 Z 
21 .,.,. ンカapWP8S 01/05 
22 .,.,. ンカapPR8S 01 /05 Z 
23 .,.,. ンカ●p PRIM 01/05 Z 
24 .,.,. ンカフシ`ノミi 01/05 Z 
25 ャッテ• 01/05 Z 
26 .,.,. ンカopRSL 01/06 
27ウメ シa 01 tos 
28 aゥ’‘ イ`シa 01 /06 
29 .,.,. ンカ●p PW8S 01 /07 Z 
30 '1り`ンカopPRSM 01/07 Z 
31 '1ツキ 01/08 
32 ., .. ンカopR8S 01 /08 
33 オトメツ11・キ 01/09 
34 IIクモクレン 01/12 
35 .,.,. ンカapWplS 01/12 Z 
36 .,.,. ンカapRlM 01/12 Z 
37ツ11・キapRSM 01/12 
38 ..,. ンカapWp80M 01/13 Z 
39 ヒイうヤナンテン 01/13 
40 ク11,メッツシ. 01 / 13 
41 ")II、キapRw8M 01/14 
42 ..,. ンカBPRplM 01/14 Z 
43 .,.,. ンカapPlM 01/14 
44 IIンノキ 01/15 
45ウメアカ 01/19 
46 7ツがキミカ` ヨうン 01/21 
47 ュキャアキ• 01/21 
48ツ11・キapWSM 01 /24 
49 .,.,. ンカapPSOM 01/24 Z 
50拿｀＂゜ 1/24
51•,11· キ●p R80L 01/26 
52 ..,. ンカ●p Rp8M 01/26 
53 .,.,. ンカapPwlM 01/27 
64 .,.,. ンカBPPlS 01/27 Z 
55 カン＂`クう 01/27 
56 .,.,. ンカ●p PW1S 01/28 Z 
57 モモ●p シa 01/29 
58 モモap'¥': 01/29 
59 カミャッテ• 01/31 
60ツ11・キ●p RSOM 01/31 Z 
61 ジンチョウ'1' 02/01 
62 .,.,. ンカepPr8M 02/02 
63 スキ• 02/04 
64 マン'1!J 02/04 
65 モモ 02/05 
66 ウメ●p ws pen 02/06 
67ツ11・キ●p R80S 02/08 
68 オウ9ヽ`イ 02/08 
69 7'ンコ、うメ 02/08 
70 IIナモモ 02/12 
71 •• ョリュウ11・イ 02/13 
72ウメミト` ＇）かク 02/13 
73 '1り` ンカ●p RPSM 02/14 
74 モクセイ 02/15 
75 .,.,. ンカepPSL 02/15 
76 ツ11・キ●p PSM 02/15 
77 ツ^ キ`epPWSOL 02/15 
78 アセヒ• 02/16 
79ジンチョぅ＂` シa 02117 
80 アオモシ• 02/17 
81 スモモ 02/17 
82 ミツ11・ツツシ• 02/ 1 7 
83 スイセン 02/17 
84 キフ`シ 02/17 
86 .,.,. ンカapPw8M 02/21 
86 ウク` イスカ,. ., 02/22 
87ツ11・亭●p P80M 02/22 
88チ,. 02/22 Z 
89 ウメ●p P8 ped 02/22 
90 tJンシュユ 02/22 
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5 0 董順B
糟名 DATE 
アオキ 03/03 
アオキミト` ＇）かク 04/14 
アオキ•'J 06/28 
ァォッツ｀ラフシ• 07 /30 
アオモシ• 02 / I 7 
アカがシ 05/04 
アカシテ• 03/04 
アカマツ 04/21 
アカメがシワ 06/10 
アカヤシオ 03/10 
アキニレ 10/09 
YV/rシ 09/23
アケt・ 03/23 
アり夕• 03/18 
ァ＂`レア 12/17 
アシ‘りイ 06/18 
ア t・ 02/16
ァッ11・キミカ‘ヨうン 01/21 
アフ`う:t 03/03 
アやリア 06/24 
アマキ` ミツ11・ ッツシ• 05/22 
アマナ 03/04 
アメリカア＂がオ 06/03 
アメリカキ.,.,.,. 06/03 
アメリカテ‘イコ 06/10 
アメリカ/1:tミス`キ 04/06 
アメリカI¥ナミス｀キや二 04/18
アメリカマンサク 03/25 
アラカシ 04/19 
アンス. 03/01 
イイキ·•J 05/19 
イタチI\キ• 08/18 
イタヤカエテ• 04/01 
イタリアがフラ 04/02 
イチイ 04/04 
イテョウ 04/18 
イヌエンジュ 06/08 
イヌコリヤナヤ 03/13 
イヌ＂`クラ 04/14 
イヌ＂`ン ショウ 08/15 
イヌシテ• 04/07 
イヌツr 06/29 
イヌマキ 06/02 
イが夕 05/04 
イロIヽモミシ• 03/30 
イワカがミ 07/23 
ウク` イスカク., 02/22 
ゥ.,.,.キオオヤマレンゲ 03/16 
ウスキ` モクセイ 10/09 
ゥッヤ 06/04 
ウト. 09/26 
ウ11・メカ`シ 04/24 
ウI¥、ユ'J 07/27 
ウメアカ 01/19 
ウメシa Ol /06 
ウメミドリカ., 02/13 
ウメopP8 ped 02/22 
ウメapW8 pen 02/06 
ウうシ・a力‘シ 04/14 
ウリカエテ. 03/23 
ウワミス` かクう 04/14 
ウンシュウミカン 05/05 
ウンリュウヤナヤ 04/01 
ェコ`ノキ 06/09 
ェコ`ノキ R 06/13 
ェf't11・ン 03/17
ェニシク. 04/06 
ェニシク｀ や: 04/18 
ェノキ 04/07 
エンコウカI.テ• 04/07 
エンジュ 06/08 
オウ11・イ 02/08 
オオアワタ` テ'l'J 07 /10 
オオカ＂モチ 07/23 
オオシマ.,.ク') 03/1 7 
オ言か）11・:t 07 /23 
オオ11・イ＊`夕 06/04 
オオ11・ヤ拿‘ウシ 06/20 
言オ11・や二がシワ 03/31 
オオマ")3イク.., 06/09 
オオムうりキ 03/26 
オオモミシ• 04/07 
オカ`う11・:t 07 /24 
オキ• 10/08 
オシnィ11・:t 07 /03 
ォドコゴうソ` メ 04/14 
ォトメツ11・亭 01/09 
オニク...ミ 04/16 
カイト`ウ 03/28 
カエテ`●p 04/06 

＂＂オe,, 讀
NO糧名

A 
DAT!! 0 

91 ツ11・キBPR8L 02/23 
92 "JI¥、キBPW80L 02/23 
93•JI\' キBP W80N 02/27 
94 ツ11・キBPPw8L 02/28 
96 アンス• 03/01 
96 ,,,,. ンカspR80N 03/01 Z 
97 ,,,,. ンカapR80L 03/02 
98 ニシキモクレン 03/02 
99 ク0メヤナキ• 03/03 
100 ミツマタ 03/03 
101 ア7'うナ 03/03 
102 Yオキ 03/03 
103 アカシテ• 03/04 
104 ")/¥'キspWr80N 03/04 
106 ヤマIIンノキ 03/04 
106 ニワトコ 03/04 
107 メクセコイア 03/04 
108 ヤマ＂ ク`う 03/04 
109 ., ノ11シIヽ`ミ 03/04
110 コク＂ヤ 03/04 
Ill レンキ`ョウ 03/04 
112 クDモシ• 03/04 
113 アマt 03/04 
114 7クシ` ュソウ 03/04 
116 ヒ＂カキ 03/04 
116 ヒュウがミス` キ 03/08 
117 シキミ 03/08 
118 IIナス`オウ 03/09 
119 ヤナキ'sp 03/09 
120フりかクう 03/09 
121 シテ‘コフ‘シ 03/09 
122 アカヤシオ 03/10 
123 "JIヽ`キspRBS 03/10 
124 ; コヤナキ• 03/10 
126 ,,,,. ンカアうジシ 03/11 Z 
126 tイヨうミ,,.クう 03/12 
127 コフ`シ 03/12 
128 カシ｀イチコ• 03/12 
129 シアレンキ` ョウ 03/12 
130ヒかンかクラ 03/12 
131 マメり`クラ 03/12 
132 7'1アカシア 03/13 
133 モミシ‘ イチコ• 03/13 
134 キツ2ヤナキ• 03/13 
136 うン3ウアオイ 03/13 
136 イヌコリヤナヤ 03/13 
137 カマツカ 03/14 
138 チョウセンレンキ`ョウ 03/14 
139 ,,,,. ンカBPR80S 03/14 Z 
140 .,,,. ンカBPR8N 03/14 Z 
141 コリヤナヤ 03/14 
142 'Jキュウ9ヽ`イ 03/16 
143コヒカ` ンがクう 03/16 
144 "JI¥'キspPSS 03/16 
146ニワがクラ 03/16 
146 ソメイ3シノ 03/16 
147 やニカ` シワ 03/16 
148 フッキソウ 03/16 
149 クマシテ• 03/16 
160 I、ルニレ 03/16 
161 ウ＂＂ キ`オオヤマレン'I' 03/16 
162 タムシ11・ 03/16 
163 'I'ンヘ・イモモ 03/16 
164 カタク') 03/16 
166 ミツ11' 1'1ヒ• 03/17 
166 オオシマ＂`クう 03/17 
167 ヤマフ`キ 03/17 
168カがック 03/17 
169エf.ヒかン 03/17 
160 "JI¥'キBPWr8N 03/17 
161 ,,,,. ンカspPR80N 03/18 
162 クり拿.., 03/ 18 
163 卜＂ミス`キ 03/18 
164 .,,, タ• 03/ 18 
166 ニワウメ 03/20 
166コノテが シワ 03/20 
167 ")/ヽ`キBPW80 03/20 
168 ツキヌキニント`ウ 03/20 
169 ミツマタ R 03/21 
170 シク｀レヤアキ• 03/21 
171 シシ‘ミ11・t 03/21 
172 7シ. 03/21 
173カピタン W 03/21 
174 シ...ヤナヤ 03/22 
176 ,,. イフリ拿`ク 03/22 
176 シa11・tttう9レンケ. 03/23 
177 モクレン 03/23 
178 シタ‘レ.,.ク' 03/23 
179 ")'J'03/23  
180 .,., ヒ• 03/23 

5 0 濯ii'JI讀
II名

B 
DAT!! 

，，力 イ`モ 09/25 
，，キツ,1・タ 05/14 
，，キノキ 05/17 
，，クレミノ 07/29 
，，シワ 04/27 
，，シ｀イチコ• 03/12 
，，タクリ 03/16 
カテンカ 04/27 
，，ナメモ't 05/08 
，，,,. ノレンケ....,..., シ• 05/07 
，，ピタン W 03/21 
，，がック 03/17 
，，マツカ 03/14 
カミャッテ. Ol /31 
，，うスウリ 08/07 
力うス.,.ンショウ 07/26 
，，うタ't 04/09 
，，ラタチ,1・ナ 07/19 
，，うマツ 03/30 
，，リン 04/04 
，，I,ミア 04/04 
，，ン.,.ク') 01/27 
，，ンt 07 /03 
，，` クアシ`りイ 06/04 
，，`マス`ミ 05/04 
キウイ 05/22 
キカうスがJ 07 /02 
キク 11/12 
キクそモ 04/04 キ.,.,,,. 07/03 
キショウ7' 05/14 
キツ2ヤナヤ 03/13 
キツ`夕 11/15 
キ 9ヽタ• 05/04 
キ7•シ 02/17
キョウテクトウ 06/02 
キョウテクトウ P 06/06 
キョウチクトウ W 05/19 
キリ 04/16 
キンモクtイ 10/03 
・・3リュウ,1・イ 02/13 
クコ 07/13 
ク9ヤ 07/22
クり拿.,, 03/18 
クスノキ 05/07 
クス• 07 /29 
クチナシ 07/01 
クチナシ 85 07 /01 
クチナシ ヤエ 06/22 
クヌヤ 04/07 
クマシテ• 03/16 
クマノミス` キ 06/10 
クリ 05/26 
ク見メッツシ. 01/13 
クロうメモドキ 05/21 
クロカ・;モ't 05/29 
クDマ•) 04/19 
クD:,Iヤアキ• 03/03 
クDモシ• 03/04 
，，ン拿’ナシ 06/22 
，，`ッ，，イシ`ュ 04/06 
，， ン`'¥'イモモ 03/16 
コアシ`＂イ 05/04 
コウソ• 04/21 
コウヤ拿`ウキ 11/07 
コーヒ — 06/25 
コクりヤ 03/04 
ココ‘メウツキ• 04/25 
コセンタセンク.., 10/14 
コテ`マリ 04/10 
コナ'5 04/07 
コノテカ‘シワ 03/20 
コ,1・ノがマス` ミ 04/27 
コ9ヽ‘ノ拿‘クンツ.., 08/15 
コヒかン.,.クラ 03/15 
コヒルカ`オ 06/19 
コアシ 03/12 
コ拿｀タンツ•I, 0"8/20 
コマュミ 04/29 
コム"'・ 07 /26 
コリヤナヤ 03/14 
コ` マキ. 06/22 
コ '3'穴•) 06/08 
コ` ンス`イ 06/04 
9カキ 06/21 
”’`ンカ 10/01 
.,.,. ンカアうシ‘シ 10/31 
.,.,. ンカオミコ・aモ 10/01 
.,.,. ンカカン•JI\' キ 11/18 
.,.,. ンカタチカンツ11・キ 11/13 
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"'-'花 JI讀 A 6 0 声 JI讀 B 糧m名 花 JI讀 A 5 0 章順 ABT 
NO糧名 DATE 0 糧名 DATE NO DATE 0 糟名 D E 

181 ウリカエテ` 03/23 tttt・ ンカ 7シ‘ノミ2 10/31 271 ミス`キ 04/19 シ0ヤマ7•キ 04/09 
182 "JI¥'キ●p WSL 03/23 .,.,. ンカBPPlL 11/04 272 シュa 04/19 シ.ャ.,ツイ11・う 04/29 
183 ユスラウメ 03/23 ,,. ンカspPIM 01/14 273 ク0マツ 04/19 シ` ャスミン 04/10 

184 スイカス`う 03/26 ＂＂`ンカ apPIS 10/24 274 ニカ`キ 04/21 シ..ヤナキ` 03/22 
185 アメリカマンりク 03/25 tttt・ ンカspPSOM 11/04 275 コウソ` 04/21 シ｀ュウ1)'•)サ｀クラ 10/03 

186 シタ`レモモ 03/26 サり`ンカspP80S 11/07 276 タニウツキ` 04/21 シ`ンチョウ.,. 02/01 

187 オオム"'キ 03/26 ，，＂‘ンカ BPP8L 02/15 277 ニシキキ` 04/21 シ` ンテヨウケ` シO 02/17 

188 シタ`レモモ R 03/27 tttt・ ンカspPSM 11/07 278 7'A, ー'¥'')一 04/21 スイカス`ラ 03/26 
189 カイ..ウ 03/28 .,.,. ンカspPSS 11/05 279 アカマツ 04/21 スイtン 02/17 

190 "tック‘ミ 03/30 9り`ンカspPHIL 11/04 280 拿ウノキ 04/21 スカシュリ 06/14 

191 モチノキ 03/30 .,.,. ンカapPR!N 10/16 281 りワフタキ` 04/21 スキ` 02/04 

192 イDI¥モミシ` 03/30 tttt・ ンカspPRIS 10/29 282 タフ` 04/21 ススキ 09/21 

193 ムうりキIヽシト`イ 03/30 .,.,. ンカspPR80M 03/18 283ミ-,.ス`キ 04/22 スノキ 07/23 

194 ")/\'• ● p W8S 03/30 .,.,. ンカspPR80S 11/12 284 セン2ン事`クラン 04/22 スモモ 02/17 

195 ヤマり‘ク-,R 03/30 .,.,. ンカSPPR8N 11/02 286 ユス.')/¥ 04/22 tイタカアワタ` チソウ 10/08 
196 カラマツ 03/30 .,.,. ンカspPr8N 02/02 286 ノイI¥'う 04/24 セイヨうアシ` りイ 06/15 
197 オオ11・へ` ニカ‘シワ 03/31 .,.,. ンカspPR8S 10/21 287 トウカエテ` 04/24 セイヨウカラシナ 04/12 
198 "Jク11・;ウツキ` 04/01 .,.,. ンカspPwlN 01/27 288 '¥・カン 04/24 セイヨウミ＂`クう 03/12 
199 'I見ドJイ11・ラ 04/01 .,.,. ンカspPWIS 10/26 289 トウシ`ュa 04/24 センタ`ン 05/19 
200 ヤマ")")シ` 04/01 .,.,. ンカspPw8N 02/21 290 ミッテ`カエテ‘ 04/24 センニンソウ 08/02 
201 リンコ` 04/01 .,.,. ンカBPPw8S 11/26 291 ヤ7• テ`マリ 04/24 センネン＊` クラン 04/22 

202 ヒメカシ`イチコ` 04/01 .,.,. ンカapRlL 11/04 292 ウ11・メカ‘シ 04/24 セ`ンマイ 04/27 
203 ウンリュウヤ.,... 04/01 tttt・ ンカspRIN 10/16 293 シャリン,,.イ 04/25 ソクス` 07/22 
204 イタヤカエテ` 04/01 .,.,-ンカBPHIS 11/06 294 ココ‘メウツキ` 04/25 ソテッ 09/13 
206ツIヽ、キspW8S 04/02 ＂＂`ンカ spR80L 03/02 295 テッセン 04/25 ソメイ3シノ 03/15 
206 モテッツシ` 04/02 .,.,. ンカspR80N 10/28 296 tツミカン 04/26 ソ3コ` 05/22 
207 イタリアが 7•, 04/02 ,,-ンカBPR80S 10/24 297 カシワ 04/27 タイりン＊` ク 05/22 
208ツn・キ●p PWSON 04/02 .,.,-ンカapRBL 01/06 298 I?'ンマイ 04/27 ク＂ニク`＇ 06/12 
209 カルミア 04/04 ，，＂`ンカ spRSM 11/04 299 ツリl¥'1" 04/27 タチシがJン11・イ 05/08 
210 カリン 04/04 .,.,. ンカspR8S 01/08 300 カテンソウ 0•121 タニウツキ` 04/21 
211 シうカン,,. 04/04 tttt・ ンカspRPlN 10/28 301 コ11・ノカ‘マス` ミ 04/27 タフ` 04/21 
212 ニワウメヤエ 04/04 ＂り`ンカ BPRp!N 12/09 302 ヒノキ 04/27 タムシ11・ 03/16 
213 .,~.,. ク9●p 04/04 .,.,. ンカapRP!S 11/21 303 シうカシ 04/29 タラノキ 07/18 
2H  キクモモ 04/04 .,.,. ンカ●p RplS 12/10 304 コマユミ 0~/29 夕` イオウショウ 06/07 

215ニカメピンクヤエ 04/04 りり`ンカapRP8M 02/14 305 11コ2ウツキ` 04/29 H7'f'ウタ‘ン 05/08 
216 イテイ 04/04 .,.,. ンカspRp8N 01/26 306 シ...ケツイI¥'う 04/29 ,.,. 11/04 

217 ヒメリンコ` 04/05 .,.,. ンカspWIN 11/05 307 ツク11・i力`シ 04/29 チョウセンレンキ` ョウ 03/14 
218 ")I¥'キBPll!S 04/06 .,.,. ンカSPWlS 10/21 308 シイ 04/30 ツキヌキニント` ウ 03/20 

219り卜＂` クうウコン 04/06 .,.,. ンカBPWSN 10/25 309 ヤマIヽt・ 04/30 -）ク11·;.-,•Jヤ 04/01 
220 7* o•to6 ＂＂` ンカapW8S 10/18 310 t• うカン＂ 04/30 ツク,,・;が シ 04/29 
221 アメリカ1¥1・ミス`キ 04/06 .,.,. ンカBPWp!L 01/06 311 ヤマフシ` 04/30 ツケ‘ 03/23 
222 カエテ`●p 04/06 .,.,. ンカBPWplM 11/24 312 マ見I¥'ウツキ` 05/03 ッタ 07/03 

223 エニシタ` 04/06 ＂＂`ンカ spWp!S 11/05 313 トウオカ‘タマ 05/04 ")タウルシ 07/24 

224 ケ` ッケイシ` ュ 04/06 .,.,. ンカ●p WP1S 10/24 314 ヤ7'ニックイ 05/04 ツノIIシ11・ミ 03/04 

225 :fオモミシ` 04/07 .,.,. ンカapWp80M 11/06 315 キI¥夕` 06/04 ツ11・キシシカ` シう 11/10 
226 モモ●p ped シD 04/07 ＂＂`ンカ opWp80S 11/18 316 カ` マス` ミ 06/04 ツ11・キシうタマ 01/04 
227 , ヌ亭‘ 04/07 tttt'ンカapVP8N 11/30 317 ヤマ事‘ウシ 05/04 ツ11・キBPP80N 02/22 
228 コナう 04/07 ，，＂`ンカ apWp8N 11/26 318 IIマクりヤ 06/04 ツ,1・キapP8N 02/15 
229 エンコウカエテ` 04/07 .,.,. ンカspWp8S 11/12 319 ムうりキシキr 05/04 ツI¥、キspPSS 03/15 
230 ヤマク`ワ 04/07 ，，＂`ンカ BPWP8S 01/06 320 オオ11・イ拿`夕 05/04 ツ"・キspPW80L 02/15 
231 ム'¥' 04/07 ，，•）キ 01/08 321 コ` ンス`イ 05/04 •JI\' キsp PW80N 04/02 
232 イヌシテ` 04/07 サツキop 06/15 322 tツ9ヽセ` 06/04 ツI¥-キspPw8L 02/28 
233 エノキ 04/07 'tf't'クラウコン 04/05 323 アカカ` シ 05/04 ツ11・キspR80L 01/26 
234 /It夕`イコン OV07 ＂卜＂`クラカ ン.,.ン 04/13 324 コアシ.., イ 06/04 ")/¥・キspRSON 11/13 

236 ム""キI\シ~-イ シロ 04/08 ＂いrクラフケ` ンソ` ウ 04/13 326 ヤマアシ`＂イ 05/04 ツ11・キspR80S 02/08 
236 カうタテ 04/09 ”ト.,.クうsp 04/04 326 ; コノチチ 05/04 ツ11・キBPRSL 02/23 
237 シロヤマ7•キ 04/09 "'"f'ウタ‘ン 05/07 327 I¥リク`ワ 06/04 ツ11・キspRSM 01/12 
238 I¥ウチワカエテ` 04/09 ＂見ス'¥'') 07/08 328 lシ‘キ 06/04 ツ11・キspRSM 10/22 

239 ヤマモモ 04/09 nスヘ'')w 08/02 329 ウツキ` 05/04 "JI¥"キspR8S 03/10 
240 l¥tアカシア 0•110 .,., ス'¥''JWP 09/15 330 イ事‘タ 05/04 ツII'キspRW80N 12/03 
241 ,.. クン 04/10 ttA, スヘ`＇） ム''キ 08/01 331 f'¥'う 05/05 ツ11・キspRw8M 01/14 
242 コテ`マリ 0~/10 ＂見い）イ 11・う 04/01 332 ツルウメモrキ 05/05 ツ11・キspWIN 11/01 

243 ニカ`イチコ` 04/10 ttA, ヒ`ア 10/22 333 ヤフ‘ウツキ` 05/05 ")I¥'キspWIS 04/05 
244 ヤマ7•キャェ 04/10 りワフタキ` 04/21 334 ウンシュウミカン 05/05 ")/¥'キspW80 03/20 
245 モミシ.11・ スス`力り 04/10 サンコ` シ`ユ 06/04 335 IIクウン拿`ク 05/05 ツ／＼`キspWSOL 02/23 
246 卜‘ウタ`ンツツシ` 04/10 ＂ンシュユ 02/22 336 ニセアカシア 05/05 ツ11・キspWSON 02/27 
247 メキ‘ 04/10 りンショウ 04/14 337 マユミ 05/05 ツII・キBPW8L 03/23 
248 シ-.スミン 04/10 ”` イフリ＊ ク` 03/22 338 ,.. 夕`イシ`ュ 05/06 ツI¥、キspW8M 01/24 
249 11・ ッコヤアキ` 04/10 .,. クD 05/14 339 ヤクシマミ")I¥"ッツシ` 06/06 ツ11・キspW8S 03/30 
260 tイヨウカラシナ 04/12 ＂`ク aw 06/29 340 夕` イオウショウ 05/07 ")/¥'キspW8S 04/02 
251 '1い,.クラカン.,.ン 04/13 ＂`ク n ャェ 05/22 341 カ11・ ノレン，，｀•)ツシ｀ 05/07 ツ11・キspWr80M 03/04 

252 りい1' クうフケ｀ンソ｀ウ 0•113 シイ 04/30 342 クスノキ 05/07 ツ11・キ●p Wr8N 03/17 
253 ミ•))\'ウツキ｀ 04/14 シキミ 03/08 343 りう＂卜`ウタ`ン 05/07 ツ）l¥'"t 04/27 
264 オトコテうソ` メ 04/14 シシ ミ`11・ナ 03/21 344 /ヽマナシ 05/08 ツ）7; ソウ 09/24 
255 ウワミス．，・クう 04/14 シタ` しり` クう 03/23 345 カナメモチ 05/08 ツルアシ•りイ 07/23 
266 ウラシ・a力`シ 04/14 シタ`しモモ 03/25 346 マツBP 05/08 ツルウメ 05/14 
257 イヌり‘クラ 04/14 シタ‘レモモ R 03/27 347 チチ7• 卜`ウタ`ン 06/08 ツルウメモf.キ 05/05 
258 ヒメク.lミ 04/14 シタ‘レヤナキ‘ 03/21 348 コ` ヨウマツ 06/08 ツルト‘クタ‘ミ 10/12 
259 'Iンショウ 04/14 シテ‘コフ` シ 03/09 349 タチシャリンI¥・イ 05/08 ツ几マりキ 06/04 
260 1オキミ~-リカ‘ク 04/14 シ,.ノキ 07/23 350 エンシ`ュ 05/08 テイカカス` ラ 05/20 
261 レク`マ 04/14 シナレンキ`ョウ 03/12 351 エコ`ノキ 06/09 テッセン 04/25 
262 オニク.., ミ 04/15 シモツ，， 05/31 352 エコ‘ノキ R 06/13 テッカエテ` 07/24 
263が） 04/15 シャクナケ‘ 04/17 353 /¥クチョウ.,. 05/13 トウオカ`タマ 05/04 
264 シャクナケ` 04/17 シャリンI¥... イ 04/26 354 キショウ7' 05/14 ドうカエテ・ 04/24 
265 ェニシタ. '¥'ニ 04/18 シュa 04/19 355 ツルウメ 06/14 トウシ`ュD 04/24 
266 アメリカIヽナミス、キ や:04/18 シラカシ 04/29 356り‘クD 05/14 fウネス`：：：モチ 06/24 
267 イチョウ 04/18 シうカンI¥' 04/04 357 カキ・,11・タ 05/14 トキワマンりク 06/18 
268 7'カシ 04/19 シ0夕‘モ 11/07 358 I¥マI¥セ` 05/16 卜りミス`キ 03/18 
269 ムクノキ 04/19 シ0/¥'t'tうりレンケ` 03/23 359 ュリノキ 05/17 トがJコI¥'カエテ` 05/22 
270 1¥1"イカタ‘ 04/19 シロ11・-,.レンケ｀•）ツシ. 05/22 360 カキノキ 05/17 トヘ`う 06/05 
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四花順 A 5 0 章 JIIJlB 
糧四名花順 ADA 品° 童 11111息NO II名 DATE 0 11名 DATE NO TE 0 

361 ; ス`ミモチ 05/18 f. ウタ`ンツツシ` 04/10 451 ムク，，` シD 07/04 フッキソウ 03/16 
362 アシ‘りイ 05/18 卜`クタ`ミ 06/03 452 Jシ・11・1 07/07 7ュりンコ‘ 10/28 
363 センタ`ン 05/19 ナツク`ミ 03/30 453 りルス'¥'') 07/08 フヨウ 07/22 
364 イイキ`＇） 06/19 t•JツII、キ 05/22 454 オオアワタ‘チソウ 07/10 フヨウシn 07/30 
366 キョウチクトウ W 05/19 ナツIll!' 05/04 466 tンキン111!' 07/12 7・l,-'¥''J- 04/21 
366 テイカカス` う 05/20 .,.ツミカン 04/26 466 クコ 07/13 7'ンコ`ウメ 02/08 
367 ニワウルシ 05/21 t"Jメ 05/29 457 モミシ.11・ フウ 07/15 ヘクソカス` ラ 06/29 
368 Iヽt!'ノキ 06/21 ttカマト` 07/24 458 ヤマユリ 07/18 へチマ 08/30 
369 クロウメモr中 05/21 ナワシDク`ミ 10/18 459 タラノキ 07/18 ,,. ニカ`シワ 03/16 
370 コ`マキ` 05/22 ナンキンIヽセ‘ 07/12 460 t・ ナンカス` ラ 07/19 '¥'l¥'tトチノキ 06/22 
371 tt・ ク〇 ヤエ 05/22 ナンテン 06/04 461 カラクチ11・t 07/19 '¥. カン 04/24 
372 タイ9ン拿`ク 05/22 ニカ‘イチコ` 04/10 462 クサヤ 07/22 拿ウノキ 04/21 
373 '¥'I¥'ナトチノキ 05/22 ニカ`キ 04/21 463 7ヨ 07/22 拿タルフ`クD 06/15 
374 ~ がJコ11・:11ェテ` 06/22 ニシキキ` 04/21 464 ソクス` 07/22 ＊`ケ 01/24 
375 アマキ`ミツ11・ッツシ‘ 05/22 ニシキモクしン 03/02 465 シナノキ 07/23 拿`タン 04/10 
376 キウイ 06/22 ニセアカシア 05/05 466 スノキ 07/23 ,.. タ‘イシ`ュ 05/06 
377 ヒメシ...う 05/22 ニ.,.,イ 06/06 467 :fオカりモチ 07/23 マキ11・ フ`うシ 06/05 
378 ムうりキカタ11・ミ 05/22 ニワウメ 03/20 468 オオツ')l¥'t 07/23 マツap 06/08 
379 シ011・-,.レンケ｀ツ•）シ• 05/22 ニワウメピンクヤエ 04/04 469 イワカカ‘ミ 07/23 マテ11・シイ 06/02 
380 ナツ•)/ヽ・キ 06/22 ニワウメヤエ 04/04 470 ツJI,アシ`りイ 07/23 マメり`クう 03/12 
381 ソヨコ‘ 05/22 ニワウルシ 05/21 471 テツカエテ` 07/24 マユミ 05/05 
382 11・ イカウツキ` 05/23 ニワ.,.クラ 03/15 472 IIイマツ 07/24 マl,I¥'ウツキ` 06/03 
383 ノ7• f''J 05/23 ニワトコ 03/04 473 "tナカマト` 07/24 マンサク 02/04 
384ア'¥'')ア 06/24 ニワttカマf- 06/12 474 ッタウルシ 07/24 ミス`キ 04/19 
386 ユーカリ 05/24 ヌ見テ` 08/29 475 オカ`う11・t 07/24 ミツテ‘カエテ. 04/24 
386 ヒツシ` ク‘り 06/24 2コノテチ 05/04 476 コム,ttキ 07/26 ミツ11・アケヒ` 03/17 
387 クリ 05/26 J::, ヤナキ` 03/10 477 カうス＂`ンショウ 07/26 ミツ11・ウ•)キ｀ 04/14 
388 リョウフ` 05/27 2シ`＊ 05/04 478 ヤマ11r 07/27 ミツ/¥'")")シ‘ 02/17 
389 ムクaジ 05/28 Zシ・11・t 07/07 479ウ11・:zリ 07/27 ミツマタ 03/03 
390 tツメ 05/29 ネス`ミモチ 05/18 480 クス` 07/29 ミツマタ R 03/21 
391 ? ロカ・;モチ 05/29 ネI,.ノキ 06/14 481 カクレミノ 07/29 ミアス‘キ 04/22 
392 ')カンマキ 06/29 ノイ11・ラ 04/24 482 アオ")")'')""}シ` 07/30 ミヤキ`ノ"キ` 08/03 
393 .,. クDW 05/29 ノウ1!'ンカス`ラ 06/28 483 7ヨウシn 07/30 ミョウカ` 08/11 
394 イヌツケ` 06/29 ノカンソ`ウ 06/20 484 りルス'¥'')ムうりキ 08/01 ムクケ` 06/21 
395 シモツケ 05/31 ノ7• f''°} 05/23 485 センニンァぅ 08/02 ムクr 8W 08/11 
396 マテ,,.シイ 06/02 ノ拿`タン 12/03 486 ., .. スヘ.,,w 08/02 ムクゲシn 07/04 
397 キョウチクiウ 06/02 IIイヒ`スカス 09/26 487 ミヤキ`ノIヽヤ 08/03 ムクケ` ヒノマII, 06/25 
398 イヌマキ 06/02 IIイマ•） 07/24 488 カラスウリ 08/07 ムクケ‘ ヤエ 07/01 
399 ヒメクイりン拿` ク 06/03 IIウチワカエテ‘ 04/09 489 ミョウカ` 08/11 ムクノキ 0~/19 
400 ヒ` ョゥャナキ` 06/03 I¥キ・sp 09/02 490 ムクケ• 8W 08/11 ムクnジ 06/28 
401 ヒ` ー゚ト` モウス` 06/03 11キ'spW 09/06 491 コ11・ノ拿`タンツ＂し 08/15 ム'¥' 04/07 
402 卜`クタ`ミ 06/03 IIクウン＊`ク 05/05 492 イヌ.,.ンショウ 08/15 ムうりキカタ11・ミ 06/22 
403 アメリカア＂＂`オ 06/03 Iヽクチョウ.,. 05/13 493 イタチ,,..,. 08/18 ムうりキシキ7• 05/04 
404 アメリカキりりケ` 06/03 I¥クモクレン 01/12 494 コ拿‘タンツ... 08/20 1,.-, サキIIシト`イ 03/30 
405 カ` クアシ` りイ 06/04 Iヽコ2ウツキ` 04/29 495 ヌ見テ` 08/29 ムう＂キ"シ f.イシn 04/08 
406 りンコ` シ` ュ 06/04 llt'ノキ 06/21 496 '¥テマ 08/30 メキ` 04/10 
407 tンテン 06/04 IIナアカシア 04/10 497 /、キ'sp 09/02 メタセコイア 03/04 
408 ツルマりキ 06/04 J¥tイカタ` 04/19 498 ,, キ`●p w 09/06 モクセイ 02/16 
409 マキ11・ フ`うシ 06/05 ’‘ナス`オウ 03/09 499 ヨシ 09/12 モクレン 03/23 
410 • ョウチクトウ P 06/06 l¥tタテ` 09/24 500 ソテッ 09/IJ モチッツシ` 0•102 
411 ニッケイ 06/06 11:tタ`イコン 04/07 601 nス'¥'')WP 09/15 モチノキ 四 /30
412 イヌエンシ` ュ 06/08 IIナモモ 02/12 502 ススキ 09/21 モッコク 06/20 
413 オオマツヨイク` ＂ 06/09 ’‘マクりキ` 06/04 503 /Iリキ`＇） 09/22 モミシ‘イチコ` 03/13 
414 ヒメ＂`ク a 06/10 nマナシ 05/08 504 アキノノケ‘シ 09/23 モミシ.I¥'スス`力9 0•110 
415アカメがシワ 06/10 IヽマI¥セ` 05/16 505 ,,., タテ` 09/24 モミシ・11・7ウ 07/15 
416 アメリカテ` イコ 06/10 I¥')キ`＇） 09/22 606 ヤフ`ミョウカ` 09/24 モモ 02/06 
417 , マノミス`キ 06/10 I¥リク`ワ 05/04 507 ツ）フ2ソウ 09/24 モモ●p ped シロ OH07 
418 =ワナナカマト‘ 06/12 111.:1, 03/16 608 カカ`イモ 09/25 モモ●p シn 01/29 
419 タケニク`＂ 06/12 Iヽンノキ 01/15 509ウト` 09/26 モモap へ`ニ 01/29 
420 ,,. イカ")")シ` 06/13 11・ イカウツキ` 06/23 610 IIィヒ‘スカス 09/26 ヤクシマミツ11・ッツシ` 06/06 
421 スカシュリ 06/14 11・ イカ.,.,シ‘ 06/13 611 tttt・ ンカ言ミコ・aモ 10/01 ャッテ・1 10/24 
422 ; ムノキ 06/14 11・ ッコヤ9キ` 04/10 612 .,.,. ンカ 10/01 ャッテ・2 11/10 
423 tt•Jキsp 06/16 ／‘`うspPR80S 01/05 513 キンモクtィ 10/03 ャッテ•3 12/03 
424 拿タルフ`クD 06/16 ヒイうが 11/04 514 シ` ュウカ`ツ.,.クう 10/03 ヤアキ‘●p 03/09 
425 フェイシ.,,ア 06/15 ヒイう＊` ナンテン 01/13 616 tイタカアワタ‘チ'J"J 10/08 ヤ7• ウ•）キ｀ 05/05 
426 セイヨウアシ` ”イ 06/15 ヒイラ.-モクセイ 10/16 516 オキ‘ 10/08 ャフ'")l¥'t 01/06 
427 fキワマンりク 06/18 ヒカ`ン＂`クラ 03/12 517 ウスキ` モクセイ 10/09 ヤ7·•,11·キシn Oi/05 
428コヒルがオ 06/19 ヒかンl¥'t 10/20 518 1キニレ 10/09 ヤフ` テ‘マリ o•tH 
429 モッコク 06/20 ヒりカキ 03/04 519 ") .. ト`クタ`ミ 10/12 ヤ7'ニッケイ 05/04 
430 オオ11・ キ` 拿` ウシ 06/20 ヒツジク` ＂ 06/24 520 ヤ7•ツ,,.キ 10/14 X ヤ7'ミョウカ` 09/24 
431 ノカンソ`ウ 06/20 ヒノキ 04/27 521 コtンタセンク`＇ 10/14 ヤマアシ._.,イ 05/04 
•32 ムクケ` 06/21 ヒマワリ 07/03 522 マキI¥'フ`うシ 10/16 X ヤマク`ワ 0~/07 
433 りカキ 06/21 ヒメカシ`イチコ` 04/01 523 .,.,. ンカapRIM 10/16 ヤマり`クう 03/04 
434 クチナシ ャェ 06/22 ヒメク...ミ 04/14 624 ヒイうキ` モクセイ 10/16 ヤマ.,.クう R 03/30 
435 ケン拿..,. シ 06/22 ヒメがクa 06/10 525 ,,,,. ンカapPRIM 10/16 ヤマツ・）シ` 04/01 
436 fウ2ス‘ミモチ 06/24 ヒメシャう 05/22 526 .,.,. ンカspW8S 10/18 ヤマIIキ` 07/27 
437 ムク＂` ヒノマル 06/25 ヒメクイりン拿‘ク 06/03 627 "tワシ0ク`ミ 10/18 ヤマ9ヽセ` 04/30 
438 コーヒー 06/25 ヒメリンコ` 04/05 628 I:: カ`ン／＼`ナ 10/20 ヤマIヽンノキ oa10• 
439 アオキ.') 06/28 ヒュウカ‘ミス` キ 03/08 529 りtt・ンカSPWIS 10/21 ヤマフシ‘ 04/30 
440 ノウt,•ンカス`う 06/28 ヒ..,. ンカス`う 07/19 530 .,.,. ンカ●p PRBS 10/21 ヤマフ`キ 03/17 
441 '¥クソカス‘ラ 06/29 ヒ` ョゥャナキ` 06/03 631 ,,., ヒ`ア 10/22 ヤマr キヤエ 04/10 
442 クチナシ 85 07/01 ヒ・aート`モウス` 06/0J 632ツI¥、キ●p R8N 10/22 ヤマ拿`ウシ 06/04 
443ムクデヤエ 07/01 ヒ`ワ 11/24 533 .,.,. ンカspPIS 10/24 ヤマモモ 04/09 
444 クチナシ 07/01 ヒ• うカンり 04/30 534 .,.,. ンカspWPIS 10/24 ヤマユ'} 07/18 
445 中力うスウ') 07/02 フェイシ` ォア 06/15 636 ヤ•）テ·1 10/24 ユーカリ 06/24 
446キ＂＂ケ‘ 07/03 フキ 04/06 536 .,.,. ンカapR80S 10/24 ユキャナキ‘ 01/21 
447 ツタ 07/03 7クシ・ュソウ 03/04 537 ,,,,. ンカspR8S 10/26 Z ユスラウメ 03/23 
448 ヒマか） 07/03 7りアカシア 03/13 538 .,.,. ンカapPWIS 10/25 ユス•')II 04/22 
449 オシロイI¥、.,. 07/03 7'tり`クう 03/09 539 .,.,. ンカBPW8N 10/26 ュリノ＊ 05/17 
460 カンナ 07/03 7シ‘ 03/21 540 .,.,. ンカapRPIN 10/28 ヨシ 09/12 



萩原 ：生物季節資料のデータベース化の手法とその具体例

向花順 A
NO糧名 DATE 0 
541 7ュ＂ンコ. I 0/28 
542 .,.,. ンカspR80M 10/28 
543 .,.,. ンカspPRIS 10/29 
544りかンカアラシ` シ 10/31 
545 .,.,. ンカ 7ジ ノミ; 10/31 
546•)I\" キBP WlM 11/01 
547 .,.,. ンカspPR8M 11/02 
548 .,.,. ンカBPPlL 11/04 
549 .,.,. ンカspRSM 11/04 
560 ヒイラヤ l l /04 
561 チ• 11/04 
552 .,.,. ンカspRlL 11/04 
553 .,.,. ンカspPRlL 11/04 
554 .,.,. ンカspP80M ll /04 
555 .,.,. ンカspWp80M 11/05 
556 .,.,. ンカBPWplS 11/05 
557 り.,.ンカapPBS 11/05 
558 .,.,. ンカBPWlM 11/05 
559 りり` ンカspRlS 11/05 
660 コウヤ拿` ウキ 11/07 
561 シD夕`モ 11/07
562 .,.,. ンカspP80S l l /07 
563 .,.,. ンカBPP8M 11/07 
564ツ11・キシシカ` シう 11/10 
565 ャッ'r'2 11 / 10 
666 キク 11/12 
567 .,.,. ンカBPWp8S 11/12 
568 .,.,. ンカspPR80S 11/12 

6 0 言盲 JI讀
鴨名

B 
DATE 

ラカンマキ 06/29 
ランヨウアオイ 03/13 
')キュウI¥'イ 03/16 
'Jョウフ' 05/27 
リンコ' 04/01 
レタ`マ 04/14 
レンキ`ョウ 03/04 
0ウI¥'イ A212s
DウI¥'イシD 01 /06 
ワヒ` スケアカ 12/12 
ワヒ` スク シロ 12/12 
ワヒ｀スクピンク 01/05 

m花暉 A
NO帽名 DATE 0 

569•)Iヽ｀キsp RSON 11/13 
570'Iかンカタチカン")I¥'キ 11/13 
571 キツ`夕 11/15 
572 りかンカカン")I¥'キ 11/18 
573 ')')'ンカspWp80S 11/18 
574 り't'ンカspRPlS 11/21 
575 シャリン11・イ 11/22 X 
576 りり‘ンカBPWplN 11/24 
577 ヒ`ワ 11/24
578 キ` ョリュウ11・イ 11/25 
679 りI)'ンカspPw8S l l /26 
580 り＂`ンカ spWp8N 11/26 
581 り't'ンカ●p PwlS 11/29 
682 't't'ンカspWPSN ll /30 
583 ノ拿`タン 12/03 
584 ャッデ3 12/03 
585 ")Iヽ、キspRWSON 12/03 
586 7• ンコ”ウメ 12/08 X 
587 りり‘ンカBPRplN 12/09 
588 't't'ンカspRplS 12/10 
589 ワヒ`スケ シa 12112 
590ワヒ` スケアカ 12/12 
591 ア”`レア 12/17 
592 :zキャナキ. 12/17 X 
593 アンス• 12/18 X 
694 ヤ7'")1¥'キ シa 12/27 X 
595 ロウ11・イ 12/28 
596ウメアカ 12/31 
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Tab. 5 List of species observed in 1989 in the order of flowering date at first bloom(A) 
and those of the Japanese syllabary(B). 
z : flowering continued from 1988. 前年より継続開花 x: off-season flowering. 不時

開花

記録種の最早開花順及び五十音順 (1989年）

取れる。また外来種がかなりの割合を占めているのも特徴であろう。この表の作成は，1989年の東京付

近に限り，且つ開花に関するデータがあるレコー ドを種名順に並び変え，その中で日付の最も早いレコ

ードをリス トしたものである。

ァッパキミガヨランの開花期

アツバキミガヨランは夏と秋の 2期咲の種として知られている。この種の1988年のデータを集計して

見たがその様子がよくわかる (Fig.1)。このグラフは dBASEIII PLUSで種名の組替えを行い，ァッ

バキミガヨランだけのファイルを作り ，このファイルから LOTUSl-2-3に変換してグラフ化したもの

である。変換用システムは LOTUSに入っており，この場合レコー ド数が300ぐらいで1分弱で終わる簡

単なものである。 1988年は例年よりかなり遅く 5月下旬から6月にかけて開花のピークがあり ，さらに

秋は10月中旬から咲出し12月初旬までゆっくり開花が進行している事がわかる。 1月中旬にいく つか点

が見られるがこれは特に例外と言うことではなく ，3年続きの暖冬で他の年はより多くの個体が開花し

ている。この開花習性は原産地の北米南西沿岸地域でも同じらしく ，原産地で得られた開花などの

PHENOLOGYは遺伝的にかなり安定したものであることを示唆する興味深い現象である。

ミズキの生物季節

自然教育園，また都心の緑地には，約 1カ月遅れて開花するクマノミズキとともに，ミズキは最も個

体数の多い種の一つであるが，この1989年の PHENOLOGYをアツバキミガヨランの方法と同様にグラ

フ化してみたのがFig.2である。
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アツバキミガヨラン(1988)
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Fig. 1 Flowering seasons of Yucca gloriosa in 1988. vertical axis shows flowering 
rate (10 = 100%) of the panicle (for one tree et one place) and horizontal axis shows 
month. アツバキミガヨランの開花期

展葉の経過を見ると，早いものは 3月初めから始まるが，平均的には 3月中旬に始まりこの時期が芽

吹きになる。 一般的な個体差の他に，根の深い大径木と地温上昇の早い地表に根圏がある若木の間で差

は顕著である。また樹木一般の性質であるが，個体内では胴吹き枝が最も早く，下枝，中位枝，頂端枝

の順で芽吹いて くる。図では区別されていないが下位枝と頂端枝では10日ほどの差が認められる。この

ような場合一個体の平均値となると難しいが，特別な目的がない場合は中位枝以上の観察値で代表させ

てある。 4月上旬には LLの値が5だが，面積では25%となり我々の目には展葉の初めと感じられる。 4

月中旬LLの値が7から9の付近では展葉の盛りと映る。

この頃から花芽がBR値で 9以上になり20日頃が開花日となる個体が最も多く ，例年より 10日も早

い。開葉のバラツキに較べて開花はかなり同調している。 5月にはいると FRO開花残度のマークが多く

なり，早くも開花期の終わりに近づいたことが読み取れる。そして 5月いっぱいは葉の色が一段と濃く

なる程度で我々の目には中休みの状態が続くが，幹は急激に太りだして来る。また花後の実も下旬ごろ

から淡緑色のまま一気に膨らんでしまう。また展葉を終えた葉の元には 6月から伸びる枝の芽ができて

いるのがわかるようになる。元気のいい木では 8月の終わりまでこの新しい枝の伸長を 5回も繰り返し，

葉の羅は第 1回目の展葉時の倍以上にもなって来る。

8月以後，残葉度 LZは徐々に低下し11月下旬から黄葉度 LYが個体差は多い一気に上昇する。同時に

残葉度LZも急に下がり 12月中旬にはほとんどの個体で葉がなくなることがわかる。また実に関したデ

ータが全くないが， 1989年は 5月に大雨雷雨，雹までも降り小枝が折れるなど若葉や実に大被害のあっ

た年であったためである。紅葉度のマークは10月初めに一点あるだけで，雷雨の被害に加えて冷え込み

の少ない年だったことがわかる。

他の落葉樹に較べて開葉期は早 く，落葉期も遅い。この生長期間の長い特徴は，春が早く冬が遅い都

市型気候にうまく適応している 1例であると考えられる。 7月下旬のマークは尾瀬沼付近の開花のデー

タ入れたものであるが，山奥では 3カ月も開花期がずれることがわかる。そして生長期間は都市の半分

にも満たないことも推定される。
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ミズキ(1989)
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Fig. 2 Phenology of Cornus controversa in 1989. Vertical axis shows rate (10 = 100%) 
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ミズキの生物季節 (1989年）

地域による開花期のづれ

気象庁の発表によるソメイヨシノを基準としたサクラ開花前線は 3月下旬鹿児島を出発し約2カ月か

かって北海道の渡島半島に上陸する。逆に秋の紅葉前線やススキの開花前線は北海道より沖縄まで南下

する。このような生物季節前線の動きは興味深いものであるが，地域個人のデータではわからないもの

である。しかし時には以下に示すようなデータを利用することもできる。

1987年，春の花は総て終わり，クリの開花が始ま った 6月2日に，北海道に行く機会があった。黒松

内付近のプナ林の調査であったが，時間の都合もあり青函連絡船の 4時間を除く 10時間，800kmを汽車で

旅行した。その時の記録を選び出してまとめてみたものがFig.3である。6月2日当日と東京の 2日以

前の記録は実際のデータだが，東北，北海道のものは，過去のデータを参考に作られた図である。

宇都宮付近と東京とはすでに20日のずれ，仙台までで約 1カ月のずれだ。さらに時計は逆回りをし，

東北を通り北海道に渡った時は，都心部で4月初めに開花したものが約 1カ月半遅れて咲出していた。

しかし 5月に咲くものは 1カ月の遅れとなり，その開花時期の差は縮まることがわかる。都心部では 2

カ月かかった生物季節の進行が，北国ではほとんど同時に起こっている事を実感した。また種の開花順

序も東北地方まではあまり変化しないが，北海道ではわずかの差ではあるが明らかに開花順の入れ替わ

りがあることが確認できた。

年による開花期変動と性差

年による開花期の変動は，特に春先に大きく 5月に入るとその後あまり変動しないのが一般的である。

さらに秋遅く咲く種にはまたやや大きい変動が認められる。このような年による開花の変動を，開花時

の安定したシュロで見てみよう (Fig.4)。

シュロは中国原産の植物であるが，近年都市域を中心に分布拡大している典型的な都市型植物である
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（萩原，1979)。雄株と雌株があり，一般の植物と同じように雄の開花が早い。雄の場合には多量の花粉

がありまた花後はすぐしおれるので開花の判定は容易だが，雌株は針葉樹の雌花のように雌薬付近の蜜

の滴出が開花のきめてとなり，慣れるまでは開花の判定に時間がかかる。また花序の形もほとんど変わ

りなく開花初期では雌雄の区別も遠望からではできないことがある。しかし雌には数年前にさかのぽっ

ても果柄が残っているのでこれが唯一の区別点になる。図には雄，雌の他に雌雄不明があるが，開花期

の早いものは，ほとんどが雄株である。雌株のデータが少ないのは性比が偏っているのではなく ，樹林

下では花が咲く年が平均すると 3年，陽地でも 2年に一度ぐらいのためである。また 0以下の値には花

芽の熟度BRや花期の終り FD11を数値化したものを参考に入れてある。

年をさかのぽるごとに観察例が少なくなるが1984年の開花は明らかに 2週間遅れている。この年は気

象のほうでも冷春の異常年であり，ソメイヨシノの開花が最晩の記録を示し，4月開花の種はすべて10

日以上の遅れであった。最も早いのは1989年であり，開花期間も一番長い。 1988年のように開花が遅れ

た年は開花期問が半分近くに短かくなっている。 1984年の6月13日の観察例を除くと，この年もわずか

10日で開花期が終わっており，雌雄の差もほとんどなくなっている。このような開花期間の長短は，開

花前 1-2週間の気温が平年値よりかなり低かったのが，開花始期より平年値に戻るかあるいは逆に高

くなったり，これとは逆に1989年の長い開花期は開花盛りとなってから平年値に戻るといった事と関係

があると考えられるが，ここでは詳細には触れない。

今後の発展と問題について

筆者が新松戸から通勤するようになって12年の間に，たぶん半分以上の緑地と植物，それを生活のか

てとして生きてきた動物がなくなったと思われる。特に自然豊かな地区が減り，こんな場所に思われる

希産種は，あと数年を待たずに消滅してしまうだろう。破壊された自然の半分は人工緑地が取り戻され

るが，ッッジ，ハナミズキ，タチカンツバキ，ソメイヨシノといったおきまりの植物ばかりである。

豊かな自然を取り戻すためには，豊かな自然を観察することが一番の近道だと考えられる。そのため

のよい方法として生物季節をベースとした自然観察と集められた情報の活用が大きな役割を果たすと考

えられる。情報の活用にはどうしてもデータベース化が必要となる。

幸い近年は自然観察を日常の生活に取り入れている人々の数が増えつつあると言う。また情報化時代

ということでパソコンの普及率も高くなっている。個人レベルでデータの集積が行われ，さらに地域ご

とに集められればより細かい情報提供が可能になるであろう。ただ多数の人のデータの集積に関しては

いろいろと問題点がある。最も重要なのはデータのチェックがある程度は必要となり，これに費やす時

間が確保されなければならない。例えば種名に関しても同定の誤り，和名の不統一，種名，変種名，品

種名の選択，園芸品種名の取あつかい方などなかなか厄介な問題点が山積している。また観察地名のコ

ード化は将来必要となるが標準メッシュ等によりコード化された地名は意外とチェックしにくい等の点

もあり，考慮を要するところであろう。

個人データを地域センターのような場所への送信する方法も，データの数が多量になると電話回線を

用いたパソコン通信では時間，費用の点で問題が出て来る。過去のデータを必要とする場合には各項目

毎に並び変えられたフロッピーディスクや種名順の印刷物を利用できるが，最新の情報の個人への返送

となるとパソコン通信などの方法をとらざるを得ず上記と同様の問題点が出て来る。集積されたデータ
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が大量になればなるほど検索， リストの打ち出しなどの時間が当然長くなり大型計算機等の利用を考え

る必要が出て来ると思われる。

要 旨

生物季節の資料の取り方及びまとめ方として， 3年間に集められた約10万件のデータのデータベース

形式による集積方法についていくつかの例をあげて，その方法論について説明をした。大量のデータに

なるとデータベース形式はコメン ト方式や単なる表形式に較べて，集計やグラフ化の利便性の効果が明

かである。また個々のデータの結び付きや種内， 種間または植物に依存して生活している動物達との密

接なかかわり合いを解明して行く上でもこの方式のデータの積み重ねは期待できる。この方法を個人か

ら一般へと広げた場合，より細かい情報が集積され，個人情報の提供方法等などについて様々な問題点

が検討された。
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Summary 

Recently, phenologycal studies and phenological obsevations have been prospered for various in 

terest. However, recording methods of quantitative informations and accumulations of data are 

not enough to standa ri zat~d. Concerning this paper, about one hundred thousand of phenological 

records has been collected in Tokyo and divided in 38 fields: species name, place, date, budburst, 

flowering, leaf expansion and coloring before fall, fruiting, visitors (bird, insect) etc. The 3 years 

collected records relative to about 500 species of tree have been supplied for the computation by 

dBase III PLUS. 

Methodological problems as measuring techniques, data base system, structure of data base, 

selection of recording items, transmission and joint of large amount of records belonging to different 

observers are discussed. 




